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(2) 鉛精錬・利用・回収産業の実態調査と MUF 法の適用によって，リサイクル花関与する属性選好構
造を分析し，鉛用途をバッテリ一重視型にすることが生産と消費の効用を維持しながら再生の効用を
も高めることを見出している。さらに，サブシステムとしての回収率・再生技術の選択と製品寿命管
理を，資源・エネルギ一節減効果によって判定する方法も確立している。
(3) エネルギー・アナリシスにおける積上げ法および産業連関分析を拡張した方法を金属利用量に応用
する乙とによって，それぞれ， リサイクルに伴う資源自立可能性および同目的の異なった金属聞の代
替性を評価する方法を定式化している。
以上要するに本論文は，国際的金属資源問題から地域経済までを視野におさめながら，金属リサイク
ル計画によって資源・エネルギーの節減と環境保全を統一的に達成する基本原理を述べたもので，その
成果は廃棄物の処理やリサイクル計画に新しい多くの知見を提供するもので，環境工学に寄与すると乙
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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